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エスビューロー 検索

（第11回 小児がん・脳腫瘍全国大会 2日目）

Hiroshima 2018

広島国際会議場

小児がんAIフォーラムin 広島
2018年7月29日（日） http://www.pcf.city.hiroshima.jp/icch/

〒730-0811 広島県広島市中区中島町１－５

AI（人工知能）が私たちの生活にも身近な存在になってきました！
あと数年もすれば今のスマートホンと同じように誰でも何らかのAIや IoT（モノのインターネット）を利用することになるでしょう。
そこで今年の大会では、小児がん経験者（サバイバー）と家族のQOL向上のために、どのようにAI・IoTを役立てられるだろうか？ 
を専門家を交えて考えたいと思います。皆様のご参加を、お待ちしております。

晩期合併症を有する小児・AYA世代のがん経験者の「自立と活躍」に、AIがどのように役立てられるかを展望し、当事者家族を交えて意見交換します。
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丹羽 登氏（関西学院大学 教育学部 教授）

家族の発表

小児脳腫瘍経験者・白血病経験者・白血病移植経験者の発表

晩期合併症とともに生きるわが子へ、親の願い

AYA世代の苦悩と未来への思い、僕の場合

「一人暮らし」や「移動の自立」を支援するAI・IoT ～イヤホン型ウェアラブル・コンピュータとは～
谷口 和弘氏（広島市立大学大学院 情報科学研究科 講師）

AI が拓く数年後の世界 ～サバイバーの生活を支え拡げる、あんなこと、こんなこと～

AIはサバイバーの活躍を支援できるか？
日浦 慎作氏（広島市立大学大学院 情報科学研究科 教授）

安道 照子（エスビューロー代表理事）、長澤 正敏（エスビューロー事務局長／中小企業診断士）

パネルディスカッション

参加無料

進行役

原 純一氏（大阪市立総合医療センター 副院長 兼 小児医療センター長）、一戸 辰夫氏（広島大学原爆放射線医科学研究所 血液・腫瘍内科研究分野 教授）、
丹羽 登氏（関西学院大学 教育学部 教授）、谷口 和弘氏（広島市立大学大学院 情報科学研究科 講師）、
日浦 慎作氏（広島市立大学大学院 情報科学研究科 教授）

パネリスト

主催： NPO法人
エスビューロー

共催（今年度WAM事業連携団体）：地方独立行政法人大阪市民病院機構 大阪市立総合医療センター、広島大学原爆放射線医科学研究所 血液・腫瘍内科研究分野、
東京慈恵会医科大学 脳神経外科学研究室、NPO法人 エスユース（小児がん当時者団体）


